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4月1日より、石井病院 午後の 外来診療時間が変更 となります

平素より、当院にご来院いただきありがとうございます。

この度、4月1日より 午後の外来診療時間 を下記の通り 変更させていただくことになりました。

当院は、60年以上の長きにわたり明石の地にて皆様の健康を守り、住み慣れた地域で安心して暮らし
ていけるよう高齢者救急等、急性期から慢性期医療まで幅広く対応できるケアミックス機能を持つ地域密
着型病院として、医療・介護の提供に取り組んでまいりました。

今回の「診療時間変更」は、当院の働き方改革の一環として、働きやすい時間帯の診療に切り替え十分
な人材を確保し、良質な医療サービスの提供を行うことで地域の皆様に貢献し、安定的かつ安心して診療
を受けていただける体制を維持するためでございます。

患者様にはご迷惑をおかけいたしますが、ご理解、ご協力のほど何卒よろしくお願いいたします。

院長

石井 洋光

【診療時間変更のお知らせ】(2026年4月1日～）

石井病院では、午後の診療時間 を下記の通り変更させていただきます。

変更前 16：00 ～ 19：00 → 変更後 14：00 ～ 17：00

※ 診療時間につきましては、医師により開始時刻、終了時刻が変わる場合があります。
詳細は、ホームページまたは配布用「外来診察担当医表」にてご確認ください。

※ ご予約の変更、診療についてのお問い合わせは、月～土曜日 13：00～15：00 に下記へご連絡ください。

● 予約変更・キャンセル、お問合せ先 電話 ： 078-918-1655

診療時間 月 火 水 木 金 土

午 前 9：00 ～ 12：00 〇 〇 〇 〇 〇 〇

午 後 14：00 ～ 17：00 〇 〇 〇 〇 〇

予約診 9：00 ～ 18：00 ※ 各担当医により時間が異なります。予約時にご確認ください。

第6回日本フットケア・足病医学会年次学術集会において 石井洋光院長が

下肢についての「口演発表」を行いました

第6回日本フットケア・足病医学会年次学術集会が、2026年2月27日（金）、28日（土）に
グランフロント大阪ナレッジキャピタルで開催されました。

近隣の大阪での開催ということもあり、当院からは看護師やコメディカル、事務責任者など
多数が参加し、新しい知識を学び、他院との交流を図る貴重な実りある経験となりました。

石井院長の口演発表では「多職種による入院治療介入が奏効した左下腿うっ滞性潰瘍の1例」
をテーマに、難治性で再発が多い疾患である静脈うっ滞性潰瘍の患者に対し、高度肥満症をは
じめとする複数のリスク要因を有しながらも、多職種による包括的介入により良好な転帰を得
た症例を発表しました。

今後も積極的に学術活動や他院との交流を行いながら個々のスキルアップを図り、さらに当
院におけるチーム医療を中心とした経験・技術を培い、地域の皆様方に安全・安心、信頼され
る医療・介護を提供できるよう努めてまいりますので、今後ともよろしくお願いいたします。 （口演発表の様子）
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人工透析ひ尿器科じんけいクリニック ～ 仁恵会 透析センター 新年度のご挨拶 ～

新年度を迎えるにあたり、皆様方には仁恵会透析センターの医療にご理解・ご協力を賜りまして、
誠にありがとうございます。

皆様もご存じの様に、透析治療時間内だけの関わりでは無く、日常生活全般に関わるものであり、
多職種が連携して皆様と取り組んでいく必要があります。

① ご自宅から透析室まで

患者さんご自身の体調やご自宅までの道路状況などを考慮し、送迎をさせて頂いています。車椅子を
ご使用の方でも対応できる様にさせて頂いています。 透析センター長

梶浦 孝之
②透析室にて

安全・確実な穿刺のために、超音波ガイド下穿刺法を積極的に導入していく予定です。

重篤な合併症である心不全対策として、心臓超音波検査での機能評価・形態評価などを定期的に行う事で、心不全への積
極的な介入を行うとともに、ドライ・ウェイト（DW）設定の指標にも役立てます。また虚血の関与が疑われた場合には冠
動脈造影検査による評価なども行います。さらに透析患者さんに多く認められる大動脈弁の石灰化による大動脈弁狭窄症も、
経カテーテル的大動脈弁置換術（TAVI）が必要な病態であれば専門施設へご紹介させて頂きます。

また合併率が高い末梢動脈疾患（PAD）も、安静時疼痛や潰瘍・壊死を呈する重症下肢虚血（CLTI）に至る前の段階で、
早期から薬物療法や運動療法などの治療介入を行っていきます。

さらに、管理栄養士によるエネルギー・蛋白質・塩分・水分・カリウム・リン摂取量の考え方もご指導させて頂きたいと
思っています。

③ご帰宅後や日常時

透析室からのご帰宅後や非透析日においても体調の変化などを認めた際にはご連絡頂き、入院加療を要する病態と診断さ
れれば石井病院での入院治療で対応させて頂きますのでご安心下さい。

より良い透析医療の提供ができます様、努力してまいりますので今後とも宜しくお願い致します。

新年度挨拶として、当院透析センターをご利用いただき、心より御礼申し上げます。

当センターは法人理念である「仁＝思いやり」の心を大切にしながら、安心・安全な透析医療の提供
に努めてまいりました。

外来透析患者さまだけでなく、入院治療やリハビリテーションを要する透析患者さまについても、
同一法人内で連携し、「透析＋全身管理」を一体的に行える体制を整えてきました。そして、在宅療
養支援病院として他透析施設からも、連携入院の受け入れを実施しております。

私たちは、医療者だけで完結する透析センターではなく、患者さま・ご家族と一緒により良い場を
つくっていくセンターでありたいと考えています。そのために、満足度調査アンケートやご意見箱、
日々の対話を通じていただいた声を、設備改善や運営の見直しに反映させていきます。率直なお声が
当センターを次のステップへ進める大切なヒントになります。今後も、何かお気づきの点がございま
したら、どうぞ遠慮なくスタッフまでお知らせください。

副透析センター長

原 真一郎

今年度も、仁恵会グループの一員として、「仁＝思いやり」の心を忘れず、安全で安心できる地域透析医療を提供し続け
ることをお約束いたします。

2026年4月1日より、新たに 石川 隆敏 医師 がクリニックの院長に就任いたします。

新体制のもと、より一層地域の透析医療に貢献できるよう努めてまいりますので、
よろしくお願い申し上げます。

＜ 新院長就任のお知らせ ＞
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